足音 をた てない ように、 そっと そっちへ 走って 行き ま 

した。 

ちょうど かしわば やしの 前まで 来たと き、 清 作 はふ 

いに、 うしろから えり 首 をつ かまれました。 

.^ ぼう 

びっくりして 振リ むいて みます と、 赤い トルコ 帽を 

ねずみ くつ 

かぶ リ、 鼠 いろの へんな だぶだぶの 着 もの を 着て、 靴 

むやみ め え 

を はいた 無暗に せいの 高い 眼の するどい 画かき が、 ぷ 

んぷん 怒って 立って いました。 

は 

「何とい うざ ま をして ある くんだ。 まるで 這うよう な 

あんばいだ。 鼠の よう だ。 どう だ、 弁解の ことばが あ 

るか ご 



一本の ごつごつした 柏の 木が、 清 作の 通る とき、 う 

すくら がりに、 いきなり 自分の 脚 を つき出して、 つま 

ず かせようと しました が 清 作 は、 

「よつ としょ ご と 云いながら それ を はね 越えました。 

画かき は、 

「どうかした かいご といって ちょっと ふり 向き まし 

たが、 またす ぐ 向う を 向いて どんどん あるいて 行き ま 

した。 

ちょうど そのと き 風が 来ました ので、 林 中の 柏の 木 

はいつ しょに、 

「せらせら せら 清 fe:、 せらせら せらば あご とうす 気味 



が 悪そう に 横 を 向き、 柏の 木 もみな 興 を さまし、 月の 

あかり もなん だか 白つ ぼくな りました。 

ところが 画かき は、 削る のが すんで 立ち あがり、 

ゆかい 

sffii 决 う y ふ、 

「さあ、 はじめて 呉れ ご と 云いました。 

きげん 

柏 は ざわめき、 月光 も 青く すきとおり、 大王 も 機嫌 

を 直して ふん ふんと 云いました。 

若い 木 は 胸 を はって あたらしく 歌いました。 

「うさぎの みみ はなが いけど 

うまの みみよりな がくない ご 

「わ あ、 うまい うまい。 ああ はは、 ああ ははご みんな 



「なんだ と、 にせもの だから にせものと 云つ たんだ。 

生意気い うと、 あした 斧 を もってき て、 片っぱ しから 

伐つ てし まう ぞご 

「なに を、 こしゃくな。 その 方な どの 分際で ない ご 

とうす け 

「ばか を 云え、 おれ は あした、 山 主の 藤 助に ちゃんと 

一 一升 酒 を 買つ てく るんだ」 

「そんなら なぜ おれに は 買わん かご 

「買う いわれがない ご 

「買え ご 

「レ わ.^ 力な レ 」 

「よせ、 よせ、 にせもの だから にせがねの メタル を や 



お ほん、 お ほん ご 

まゆ 

かしわの 木 大王が 眉 を ひそめて 云いました。 

「どうもき みたちのう たは 下等 じ や。 君子の きくべき 

もので はない ご 

ふくろうの 大将 はへんな 顔 をして しまいました。 す 

ると 赤と 白の 綬を かけた ふくろうの 副官が 笑って 云い 

ました。 

「まあ、 こんや は あんまり 怒らない ようにいた しま 

しょう。 うた もこん ど は 上等の を やります から。 みん 

ま う ま- う 

な 一 しょに おどりましょう。 さあ 木の 方 も 鳥の 方 も 用 

意い いか。 



おつきさん おつきさん まんまる まるる るん 

おほしさん おほしさん ぴか リぴリ るるん 

力し わ はか- <かび- 力ん 力ら 力ら ら らん 

、かくろ まの！，. つづき おつまま まま ままん。 I 

かしわの 木 は 両手 を あげて そりかえった リ、 頭 や 足 

を まるで 天上に 投げ あげる ようにしたり、 一 生けん 命 

踊りました。 それに あわせて ふくろう ども は、 さつ 

さっと 銀い ろの はね を、 ひらいたり とじたり しました。 

じつに それが うまく 合った のでした。 月の 光 は 真珠の 

ように、 すこしお ぼろに なり、 柏の 木 大王 も よろこん 

です ぐうたい ました。 



底本" 「注文の 多い 料理店」 新潮 文庫、 新潮 社 

1990 (平成 2) 年 5 月お 日 発行 

1997 (平成 9) 年 5 月^日 n 刷 

初出" 「ィ— ハトヴ 童話 注文の 多い 料理店」 盛 岡巿杜 

陵 出版部 • 東京 光原 社 

1924 (大正^) 年に 月 ー 日 

入力 ： 土屋隆 

校正 .. norik:o SEdto 

2 o o 5 年 2 月；：；; 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



